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2023年８月 10日 

 

各 位 

 

 

 

 

 

 

特別利益の計上及び通期連結業績予想の修正 

 

 

 当社は、2023年 12月期第２四半期会計期間において、特別利益を計上するとともに、2023年２月 15日

付「2022年 12月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」にて公表しました、2023年 12月期（2023年１月１日

～2023年 12月 31日）の通期連結業績予想を下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１． 特別利益の発生（負ののれん発生益の計上） 

当社は、2023年４月 21日付「株式譲渡契約締結（株式取得による完全子会社化）に関するお知らせ」

にてお知らせのとおり、2023 年５月１日付で東洋商事株式会社（以下「東洋商事」といいます。）の株

式を取得し、同社及びその完全子会社であるモリヨシ株式会社（以下「モリヨシ」といいます。）を、

完全子会社といたしました。 

当社は、2023年 12月期第２四半期会計期間の末日において両社を企業結合致しましたが、当該企業

結合時の両社における時価純資産額が取得原価を上回ったため、その差額である 82,020 千円を負のの

れん発生益として特別利益に計上いたしました。 

 

２． 業績予想の修正 

（１）2023年 12月期の通期連結業績予想数値の修正（2023年１月１日～2023年 12月 31日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主

に帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

（円銭） 

前回発表予想（A） 9,610 31 35 △20 △0.10 

今回発表予想（B） 13,200 △95 △90 △60 △0.29 

増減額（B-A） 3,590 △126 △125 △40 － 

増減率（％） 37.3％ － － － － 

（ご参考）前期実績 

（2022年 12月期 通期） 
10,293 △613 △581 △953 △5.48 

 

（２）通期連結業績予想の修正理由 

 １）売上高 

2023 年５月１日付で連結子会社とした東洋商事及びモリヨシの連結加入の影響に伴い、前回発表

予想を上回る見込みとなりました。 
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 ２）営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益 

 東洋商事及びモリヨシの連結加入の影響に伴い、両社の業績による影響額を約 20 百万円見込んで

おります。 

また、コロナ禍後の商流・人流の回復により、イートイン需要が高まりを示す一方で、デリバ

リー・テイクアウト需要が当初計画を下回る見込みであり、その影響額を約△80 百万円見込んでお

ります。さらに、引き続き影響が生じております、原材料並びに水光熱費の価格上昇が当初計画を

上回る見込みであり、その影響額を約△30 百万円、人材採用費用や法改正に伴う社会保険費等が計

画を上回り、その影響額を約△30百万円見込んでおります。 

 上記に記載する影響により、通期連結業績の各種利益につきましては、前回発表予想を下方修正

することと致しました。 

 

以上 


